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　　　　　　　蒜
転作画積難
　　部落別鷹配分
羅欝驕嚢謹馨灘纏難轍麟難繊塞繍

産業シリーズ⑧

　
第
二
期
水
田
利
用
再
編
対
策
の
概

要
に
つ
い
て
は
、
広
報
ま
つ
だ
い
二

月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
昭
和

五
五
年
度
の
転
作
目
標
面
積
に
比
し

三
六
％
も
多
い
九
五
・
一
㎏
の
転
作

目
標
面
積
が
県
よ
り
配
分
さ
れ
ま
し

た
。

　
一
月
始
め
各
農
家
よ
り
転
作
実
施

希
望
を
と
り
ま
と
め
た
結
果
、
転
作

目
標
面
積
に
対
し
二
〇
㎞
の
面
積
が

不
足
と
な
り
ま
し
た
。
転
作
目
標
面

積
達
成
の
た
め
去
る
二
月
六
日
水
田

利
用
再
編
対
策
推
進
協
議
会
を
開
催
、

協
議
の
結
果
部
落
別
に
配
分
す
る
こ

と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
次
表
の
と
お
り
部
落
別
転

作
目
標
面
積
を
配
分
し
ま
し
た
の
で

転
作
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
む
ロ
で
ぜ
ロ
む
ゆ
コ
マ
せ
ぽ
ヱ
よ
ぽ
ヌ
　
マ
ヘ
ぬ
ロ
あ
ゆ
ぽ
ア
レ
き
び
レ
し
コ
ン
た
コ
ぼ
む
ロ
お
は
じ
で
リ
ロ
あ
せ
ヨ
ン
ま
マ
お
し
コ
ぴ
い
し
ロ
び
む
コ
ヱ
ユ
　
ヲ
せ
じ
で
む
ロ
で
ド
む
コ
ヌ
は
ヨ
の
ぎ
　
ン
ま
コ
ア
む
ヨ
リ
な
コ
ァ
　

　
　
　
　
▼
部
落
別
転
作
面
積
配
分
表
▲
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。
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～
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～
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一
〒
～
眠
＝
笥
～
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〒
～
匹
＝
■
～
』
『
～
』
。
¶
～
皇
一
『
～
也
＝
¶
～
当
一
叩
～
山
＝
¶
～
』
〒
～
』
弓
～
当
〒
～
眠
＝
η
～
山
＝
¶
～
山
一

字　名 目標面積 字　名 目標面積

中　　子 37a、 松　　代 631a
苧　　島・ 191 小荒戸 179

田野倉 325 太　　平 141

仙　　納 153 菅　　刈 172

田　　代 88 田　　沢 171

莇　　平 224 小屋丸 90

小　　貫 76 池之畑 145

諏訪峠 26 下　　山 253

寺　　田 241 千　　年 372

名　　平 124 池　　尻 164

蒲　　生 676 会　　沢 218

儀　　明 579 清　　水 280

福　　島 233 桐　　山 145

奈良立 95 蓬　　平 570

室　　野 709 東　　山 8！

竹　　所 313 海　　老 209

濁 130 犬　　伏 379

峠 508 孟　　地 114

木和田原 254 片桐山 86

合　計 9，510a 滝　　沢 128
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窒
窒
謡

驕
騨
竪
羅
覇
號
警
顎
襲
覇

窒
窒
窒
闘
齪
課
齪
齪
課
齪
課
齪
課
齪
鵠

窒
霜
窒
霜
窒
窒
窒
窒
賠
窒
野
譜
窒
窒

課
課
課
藻
齪
課
課
齪
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へ
き
地
医
療
体
制
の
中
枢
セ
ン
タ

ー
と
し
て
施
設
の
増
改
築
が
待
望
さ

れ
て
い
た
松
代
町
国
民
健
康
保
険
診

療
所
（
所
在
地
・
室
野
）
の
新
し
い

施
設
が
完
成
、
3
月
2
日
よ
り
診
療

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

←室野の旧診療所

　のとなりに建設

　されました。

　
　
麟魑

馨
縣

↓
レ
ン
ト
ゲ
ン
設
備
等

〈工事の概況》

○鉄筋コンクリート2階建　O延面積105．18坪　○敷地面積298．87坪

○病床数6床

総事業費（決算見込）

O建築関係4，527万円　○電気関係383万円　○給排水衛生暖房設備690万円

○レントゲン設備等873万円　○備品購入費・事務費等368万円

　
財
源
内
訳

国
庫
補
助
金

　
　
　
三
、
三
一
一
万
九
千
円

町
債

　
　
　
　
　
　
二
、
七
九
〇
万
円

一
般
会
計
繰
込
金

　
　
　
　
　
六
九
〇
万
四
千
円

一
般
財
源

　
　
　
　
　
一
四
九
万
三
千
円

国保加入のみなさんへ

●4月1日から国民健康保険の保険証が「うす水色」にか
　わります。いままでの保険証「黄色」は3月31日かぎり

　で使用できませんのでご注意下さい。

●毎月一度は窓口に保険証を提示してください。

●交通事故で保険証により受診される場合には窓口及び役
場へも届出てください。



1”1””””””ll”III””1””1””“”1腿1””1”lll”IlmII”1”””1”II”川1”II””II川1”””1”””III””1”””1””1”ll”1”1”1”1“ll”川”1川”1”II

照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撚
　
　
　
　
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
閥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
諺
　
蕪
垂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
鵯

雛

簑

　
　
　
　
灘

雛
饗
鑛
織
　
　
　
　
醐
，

　
灘
簸
　
　
灘
・
　
灘
簸

雛
霧
・
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
ぱ

灘
講
饗
　
　
　
　
灘

逗
蓉
嚢
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
割

螂
麟
嚢

叢

　
　
　
　
　
　
　
鱗

灘
懸
辮
灘
漁
舞
藝
　
獅

灘
霧
難
，
灘
　
舞
　
　
　
鑛
　
翻

繋
灘
　
　
　
騨
　
　
藝

灘
鎌
　
　
　
　
雛
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
き

雛
灘
騰
　
霧
養

霧
嚢
雛
嚢
霧
薫

難
難
雛
騰
　
・
鑛
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
騒
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遙
螺
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購
霧

鑓

羅
鞭

瀕　　難　磁
灘

華翼

　．難鑛

翻　熱

灘

謡

↑蒲生小へ入学予定の子どもたち

　　　　　　“移行学級”で

洋

翻
糟
　
　
良

　
　
　
き

　
　
　
騰
縛

　
　
　
難

　
　
　
鐸

　
　
　
霧

　
　
　
慰
難
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羅灘馨

騨
鱒
難鰭
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舞

　
今
年
、
小
学
校
へ
入
学
予
定
の
子

ど
も
達
は
、
全
町
で
84
名
。

　
毎
年
新
入
学
予
定
の
子
ど
も
達
を

対
象
に
、
身
体
、
知
能
検
査
や
学
校

見
学
等
の
移
行
学
級
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
去
る
3
月
4
日
、
蒲
生
小
学
校
で

は
、
学
校
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
い

ス
ム
ー
ズ
に
学
校
生
活
へ
入
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
と
、
入
学
予
定
者
の

り喬冠
　　　　　●響●
　　　　　ゾ　　　　　〆

松
代
小
学
校

　
男
　
1
6
名

菅
刈
分
校

　
男
　
1
名

小
屋
丸
分
校

　
男
　
O
名

下
山
分
校

　
男
　
1
名

蓬
平
小
学
校

　
男
　
2
名

清
水
小
学
校

　
男
　
0
名

桐
山
小
学
校

孟
地
小
学
校

　
男
　
2
名

滝
沢
分
校

　
男
　
1
名

“
　
“女女女女女女入

学
予
定
者
な
し

女女

移
行
学
級
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
6
名
が
お
母
さ
ん
達
と
学
校

を
訪
問
し
、
学
校
内
を
見
学
し
た
り

給
食
を
食
べ
た
り
、
先
生
と
元
気
に

遊
ん
だ
り
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
入
学
は
も
う
目
の
前
、
学
校
へ
い

っ
た
ら
、
な
か
よ
く
、
遊
び
に
、
勉

強
に
、
何
事
も
元
気
い
っ
ぱ
い
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

昭
和
5
6
年
度

新
入
学
予
定
者
数

　
　
（
男
子
4
1
名
・
女
子
4
3
名
・
計
84
名
）

　
　
　
　
　
　
　
海
老
分
校

16

名
計
3
2
名
　
　
男
　
0
名
　
女
　
2
名
　
計
2
名

　
　
　
　
　
　
　
蒲
生
小
学
校

0
名
　
計
1
名
　
　
　
男
　
3
名
　
女
　
3
名
　
計
6
名

　
　
　
　
　
　
　
寺
田
分
校

1
名
計
1
名
　
　
男
　
0
名
　
女
　
1
名
　
計
1
名

　
　
　
　
　
　
　
儀
明
小
学
校

1
名
計
2
名
　
　
男
　
5
名
　
女
　
2
名
　
計
7
名

　
　
　
　
　
　
　
北
山
小
学
校

4
名
計
6
名
　
　
男
　
0
名
　
女
　
2
名
　
計
2
名

　
　
　
　
　
　
　
莇
平
小
学
校

1
名
計
1
名
　
　
　
男
　
0
名
　
女
　
1
名
　
計
1
名

　
　
　
　
　
　
　
室
野
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
男
　
6
名
　
女
　
5
名
　
計
n
名

O
名
　
計
2
名
　
　
峠
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
男
　
4
名
　
女
　
4
名
　
計
8
名

o
名
計
－
名

豪
雪
に
よ
る

　
「
災
害
貸
付
」
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
松
代
町
商
エ
会

　
こ
の
た
び
豪
雪
災
害
に
よ
り
、
被

害
を
受
け
ら
れ
た
か
た
に
、
国
民
金

融
公
庫
・
中
小
企
業
金
融
公
庫
・
商

工
組
合
中
央
金
庫
・
環
境
衛
生
金
融

公
庫
・
医
療
金
融
公
庫
の
5
機
関
で

は
、
　
「
災
害
貸
付
」
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
本
年
2
月
6
日
の
閣
議
決
定
に
基

き
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
中
小
企
業

の
健
全
な
経
営
と
安
定
し
た
事
業
活

動
を
保
持
す
る
た
め
、
3
月
31
日
ま

で
に
災
害
貸
付
の
申
込
を
受
け
た
も

の
及
び
今
ま
で
に
災
害
貸
付
の
借
入

れ
を
し
た
も
の
に
限
り
、
貸
付
利
率

の
軽
減
等
の
特
別
措
置
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
細
部
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
5
機

関
の
本
支
店
又
は
商
工
会
に
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。
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保健衛生シリーズ⑮
図1味噌汁塩分テストの比較
　　　口54年度　匹乙乙］55年度

蘇蓄輝曝愚謹鐡鱒覇聴鰭
　纈翻桜蝸i魑騰饗罐

一54・55年の味噌汁．食事診断一
　　　　　　　（食生活推進委員）

　
皆
様
こ
の
表
を
良
く
ご
ら
ん
下
さ

い
。
こ
れ
は
松
代
町
全
地
域
を
食
生

活
推
進
委
員
が
二
年
間
調
査
し
て
集

計
し
た
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
て

54
年
に
は
蹴
件
、
5
5
年
に
は
謝
件
の

味
噌
汁
と
食
事
調
査
を
さ
せ
て
も
ら

つ
た
結
果
で
す
．

図
1
　
味
噌
汁
の
塩
分

　
み
そ
汁
の
場
合
“
塩
分
の
濃
度
を

ー
％
以
下
に
お
さ
え
る
臨
こ
れ
が
め

や
す
だ
そ
う
で
す
。

　
調
査
の
結
果
で
は
塩
分
の
濃
度
が

ま
だ
ま
だ
高
い
よ
う
で
す
。

　
高
血
圧
や
心
臓
病
に
な
ら
な
い
た

め
に
塩
分
を
ひ
か
え
、
実
沢
山
の
味

噌
汁
を
心
が
け
ま
し
よ
う
。
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マ
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％
50
　
　
4
0
　
　
3
0
　
　
2
0
　
　
1
0
％

　
濃

割
　
度

　
合

図
2
　
栄
養
診
断
表

　
食
品
の
種
類
別
で
す
。
一
日
に
た

べ
た
も
の
全
部
で
、
米
か
ら
始
っ
て

何
で
も
口
に
入
っ
た
食
物
す
べ
て
で

図2栄養診断表（1）

　　　食品の種類
Eニコ54年度ZZZ255年度

多
い
程
良
い
の
で
す
。

　
2
0
種
類
未
満
が
54
年
に
は
50
％
以

上
も
あ
っ
た
の
が
、
5
5
年
に
は
3
7
％

に
へ
っ
て
、
い
い
傾
向
に
な
っ
て
い

ま
す
。

％
5

0
4
0
3

0
2
0
1
0
％
割
へ
口
濃
度

一

20未満 20
～24

25
～29

30以上

図
3
　
あ
な
た
の
お
顔
で
す

　
栄
養
診
断
を
あ
な
た
の
お
顔
で
グ

ラ
フ
に
表
わ
し
て
み
ま
し
た
。

　
4
5
～
4
8
点
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

い
い
顔
、
4
7
～
3
8
点
は
少
し
工
夫
し

　
顔

ー
お
度

佗
の
畔

表
た
5

謝
筋

養
　
度

栄
　
年

　
　
　
54

鴎
［
％
7
。

　
6
つ
の
基
礎
食
品
不
足
の
状
況
に

つ
き
ま
し
て
は
次
号
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝

て
食
事
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
顔
、
3
7
～
2
8
点
は
早
く
何
と
か

し
て
も
ら
い
た
い
顔
、
2
7
点
以
下
は

困
っ
た
顔
で
す
．

　
少
し
で
す
が
5
5
年
に
い
い
顔
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

／u

60一

50一

40一

30一

一
20

10
％

／

割
54 47 37 27

合濃
度

～48 ～38 ～28 ～0

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
卒
業
や
進
学
そ
し

て
就
職
や
ら
、
転
勤
な
ど
の
シ
ー
ズ

ン
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
”
ふ
だ
ん

気
を
配
っ
て
い
た
大
切
な
事
を
つ
い

う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
い
、
気
が
つ

い
た
時
に
は
も
う
後
の
祭
り
に
な
っ

て
い
た
”
な
ど
と
い
う
話
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
失
敗
を
繰
返
さ
な
い

よ
う
に
前
も
っ
て
、
物
事
は
計
画
的

に
進
め
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
国
民
年
金
は
わ
た
し
た
ち

の
生
活
の
基
礎
と
い
え
る
重
要
な
も

の
で
す
か
ら
、
生
活
事
情
が
変
っ
た

と
き
、
た
と
え
ば
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
た
人
が
会
社
や
工
場
に
勤

め
た
時
は
、
「
国
民
年
金
被
保
険
者

資
格
喪
失
届
」
を
、
逆
に
会
社
や
工

．
場
を
や
め
た
時
に
は
「
国
民
年
金
被

保
険
者
資
格
取
得
届
」
を
す
み
や
か

に
役
場
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
．

　
こ
の
手
続
き
は
年
金
に
加
入
し
て

い
る
人
に
と
っ
て
、
保
険
料
を
掛
け

る
こ
と
と
同
様
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
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今
年
は
、
近
年
に
な
い
豪
雪
で
雪

消
え
が
平
年
よ
り
か
な
り
遅
れ
、
消

雪
日
は
五
月
中
旬
に
な
る
と
見
込
ま

れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
作
物
に
各
種
障
害

が
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

水
稲
の
苗
代
、
た
ば
こ
の
苗
床
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
圃
の
消
雪
も
行

い
、
今
年
の
作
付
に
対
処
し
て
下
さ

い
。

　
融
雪
促
進
法
と
し
て
は
、
次
の
方

法
が
あ
り
ま
す
．

　
一
、
雪
面
黒
化
法

　
　
　
雪
面
に
黒
色
の
吸
熱
物
を
散

　
　
布
し
、
日
射
に
よ
る
放
射
熱
を

　
　
利
用
し
て
融
雪
を
促
進
す
る
方

　
　
法
で
あ
る
。
吸
熱
物
（
融
雪
促

　
　
進
剤
）
の
散
布
量
と
そ
の
効
果

　
　
は
次
の
表
の
と
お
り
。

　
　
　
融
雪
促
進
剤
の
散
布
時
期
は
、昭和55年4月人力によるタバコ苗代の除雪

　
降
雪
の
お
そ
れ
の
な
い
三
月
中

　
下
旬
～
四
月
上
旬
が
よ
い
。

二
、
雪
面
凸
凹
法

　
　
適
当
間
隔
に
雪
掘
り
、
畦
立

　
て
を
行
い
、
空
気
、
水
蒸
気
か

　
ら
の
熱
伝
達
に
よ
っ
て
融
雪
を

　
促
進
す
る
方
法
で
あ
る
。
雪
掘

　
り
、
畦
立
て
の
時
期
は
三
月
中

　
旬
こ
ろ
が
よ
い
。

　
　
な
お
、
一
と
二
の
方
法
を
併

　
用
す
れ
ば
、
さ
ら
に
効
果
が
高

　
い
。

三
、
散
水
法

　
　
用
水
の
掛
流
し
、
井
戸
水
の

　
パ
イ
プ
散
水
な
ど
に
よ
り
融
雪

　
を
促
進
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ

融雪促進剤の散布量とその効果

融雪促進剤 10a当｝）散布量 融雪促進日数

土 250～500kg 5～12日

灰（くんたん） 50 5～12
ようりん（黒） 60 7～10
ニカブラック 40 7～10
日 鉄 150 7～10

の
方
法
は
、
水
量
の
多
い

水
面
に
適
し
て
い
る
。

　
な
お
春
先
に
苗
代
を
選
定
す

る
農
家
に
あ
っ
て
は
、
日
当
り
、

風
当
り
の
良
い
雪
消
え
の
早
い

場
所
を
選
定
し
て
い
た
だ
き
、

場
合
に
よ
つ
て
は
雪
の
少
な
い

所
で
共
同
で
、
消
雪
、
育
苗
す

る
こ
と
に
よ
り
移
植
時
期
の
遅

れ
を
最
少
限
に
と
ど
め
て
い
た

だ
く
よ
う
対
処
し
て
下
さ
い
。

お
年
玉
付

年
賀
は
が
き

一
等
当
せ
ん
者

　
　
　
　
　
　
現
わ
る

　
　
ー
室
野
郵
便
局
ー

　
幸
運
の
当
せ
ん
者
は
、
室
野
の
若

山
修
治
さ
ん
（
4
8
歳
）
。
若
山
さ
ん
は

冬
期
間
、
室
野
郵
便
局
の
集
配
業
務

を
請
負
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
豪
雪

に
な
や
ま
さ
れ
、
自
宅
に
届
い
た
年

賀
状
を
確
認
す
る
余
裕
が
な
く
、
よ

う
や
く
2
月
1
0
日
頃
に
な
っ
て
雪
が

小
康
状
態
と
な
っ
た
の
で
年
賀
状
の

整
理
を
は
じ
め
た
ら
出
て
き
た
も
の
。

　
早
速
、
室
野
郵
便
局
（
田
辺
栄
治

局
長
）
で
は
賞
品
（
折
り
た
た
み
式

自
転
車
）
の
引
き
渡
し
式
を
行
い
、

職
員
全
員
で
若
山
さ
ん
を
祝
福
し
、

喜
び
を
共
に
し
ま
し
た
。

　
お
年
玉
賞
品
の
引
換
期
間
は
7
月

20

日
ま
で
で
す
。
手
持
ち
の
年
賀
状

を
確
認
し
、
引
換
え
は
、
お
近
く
の

郵
便
局
で
お
早
め
に
お
受
け
取
り
下

さ
い
。

↑
賞
品
の
自
転
車
を
手
に

　
　
　
　
喜
び
の
若
山
さ
ん
（
右
）
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わが家のスケツチ⑫

ユキ

　
　
ロ

　
　
杉

　
　
　

　
　
善

　
　
庄

　
　
慰

り
孟

掘雪

　
私
の
家
は
外
に
出
る
と
、
池
之
畑
、

犬
伏
、
松
苧
神
社
が
見
え
る
。
見
晴

ら
し
の
良
い
所
で
す
。
我
家
は
じ
い

ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
私
達
と
子

供
三
人
で
す
。
今
年
は
何
十
年
ぶ
り

の
豪
雪
と
な
り
、
一
向
に
や
む
気
配

な
く
暗
や
ん
で
降
り
続
い
て
い
る
毎

日
で
、
一
時
は
ど
う
な
る
か
と
思
い

ま
し
た
。
朝
、
玄
関
の
戸
を
開
け
る

と
山
の
様
に
雪
が
積
も
っ
て
い
た
の

で
驚
き
ま
し
た
。
　
一
晩
で
一
メ
ー
ト

ル
も
降
っ
て
い
ま
し
た
。
身
仕
度
を

し
て
シ
ャ
ベ
ル
で
雪
を
か
き
な
が
ら
、

踏
み
始
め
た
が
足
が
進
ま
な
く
な
り
、

じ
い
ち
ゃ
ん
が
ス
カ
リ
を
出
し
て
踏

ん
で
く
れ
ま
し
た
。
じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
達
者
で
助
か
り
ま
す
。

ハ
ッ
ス
ル
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
サ
ン
グ
ラ

ス
を
か
け
て
屋
根
の
雪
掘
り
を
し
た

り
、
家
事
の
方
も
一
生
懸
命
や
っ
て

く
れ
ま
す
。
休
み
の
日
は
中
学
二
年

の
長
男
が
応
援
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑛

　
「
母
ち
ゃ
ん
心
配
す
る
な
い
、
俺
が

掘
っ
て
く
れ
る
す
け
ー
の
一
　
「
う
ん

頑
張
っ
て
く
れ
ね
一
体
力
が
有
る
の

で
、
調
子
が
出
て
く
る
と
私
達
は
か

な
い
ま
せ
ん
。
五
年
の
二
男
も
長
男

に
負
け
な
い
位
い
に
、
ス
ノ
ー
ダ
ン

プ
で
雪
捨
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

真
暗
に
な
っ
て
い
た
家
の
中
が
明
る

く
な
っ
た
と
喜
ん
で
く
れ
た
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
皆
な
が
協
力
を
し
て
く
れ
た

の
で
、
助
か
り
ま
し
た
。

　
子
供
想
い
の
父
ち
ゃ
ん
は
、
滋
賀

県
へ
出
稼
に
行
っ
て
い
ま
す
。
家
に

居
る
時
は
、
末
っ
子
の
長
女
は
、
膝

の
上
に
あ
が
っ
て
甘
え
て
い
る
。
ゲ

ー
ム
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
っ
て
遊

ん
で
く
れ
ま
す
。
帰
っ
て
来
る
と
、

心
の
休
ま
る
家
庭
が
嬉
し
い
と
言
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
で
明
る

い
子
供
に
、
育
て
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
．

文
化
財
紹
介
シ
リ
ー
ズ

私
ぎ
神
紅
考

木造章駄天像

　　全高　28糎

　像高　20糎

そ
の
⑨

　
こ
の
車
駄
天
像
ば
、
素
朴
な
彫
刻

で
は
あ
り
ま
す
が
、
盤
石
坐
上
に
あ

る
車
駄
天
に
は
動
勢
も
あ
り
、
下
半

身
の
皮
鎧
に
は
彩
色
も
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
彫
刻
台
座
の
裏
面
に
「
権
大
僧

都
惣
呼
、
法
印
代
造
之
、
為
二
世
安

楽
」
の
墨
書
が
残
っ
て
お
り
、
こ
の

墨
書
銘
か
ら
掻
赫
傑
静
と
い
う
相
当

位
の
高
い
僧
も
住
み
つ
い
て
い
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
な
お
「
為
二

世
安
楽
」
と
記
し
て
あ
る
の
は
、
中

世
信
仰
の
常
踏
で
あ
り
、
製
作
年
代

は
戦
国
末
期
で
は
な
い
か
と
、
前
記

県
文
化
財
調
査
団
は
み
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
白
馬
観
音
像
お
よ
び
章
駄

天
像
と
と
も
に
堂
宇
が
倒
壊
し
た
た

め
、
現
在
犬
伏
部
落
の
庵
堂
に
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
窓
ロ

　
　
　
　
　
ニ
月
受
付
分

麟

御
結
婚

池
田
茂
稔
・
萬
羽
充
子

　
　
　
　
　
（
会
沢
・
美
喜
屋
）

謬
御
出
産

鈴
木
舞
父
厚
母
恵
美
子

　
　
　
（
長
女
・
松
代
・
誠
心
軒
）

柳
　
芳
徳
　
父
和
家
　
母
恵
美
子

　
　
　
（
長
男
・
太
平
・
大
下
）

相
沢
真
知
子
　
父
美
知
　
母
美
智
枝

　
　
　
（
三
女
・
松
代
・
金
塚
）

盤
佐
藤
鶴
松

富
沢
ハ
ナ

石
ロ
キ
ノ

お
　
悔
　
み

777887
　　　　　しヒン　　　ル

成成成

滝
沢
九
郎
兵
工

太
平
太
田
屋

松
代
上
屋
敷

※
先
月
分
御
出
産
で
若
月
真
吾
父
克

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
由
美
（
長
男
）
は
（
二
男
）
の
誤

植
で
す
。
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。
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亀

年
度
末
休
業
中
の

「
家
庭
及
び

　
　
　
地
域
に
対
す
る
要
望
」

松
代
高
校
長

　
こ
の
春
休
み
は
学
年
の
変
り
目
で

あ
っ
て
、
宿
題
も
あ
ま
り
な
く
、
生

徒
に
と
っ
て
は
気
楽
な
有
難
い
休
み

で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
一
人
一
人
の

生
徒
が
十
分
に
自
覚
を
し
、
自
ら
考

え
て
自
主
的
に
勉
強
す
る
な
り
、
家

事
の
手
伝
い
な
ど
す
み
な
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
春
風
と
共
に
唯
の

ん
び
り
と
遊
び
呆
け
て
い
て
は
、
高

校
生
と
し
て
の
資
格
は
無
い
で
あ
ろ

・
つ
。

　
又
親
と
し
て
も
、
子
供
を
甘
や
か

さ
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ

て
、
規
律
正
し
い
生
活
を
す
る
よ
う

に
指
導
監
督
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

・
つ
。　

就
い
て
は
、
最
近
一
年
間
の
新
潟

県
内
の
高
校
生
の
非
行
の
実
態
を
二
、

三
あ
げ
て
、
ご
参
考
に
供
す
る
と
共

に
、
こ
の
よ
う
な
非
行
に
走
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
ご
子
弟
に
対
し
十
分

な
ご
指
導
を
頂
き
た
い
も
の
と
考
え

る
。O

暴
走
族

　
　
伊
与
部
芳
夫

　
高
校
生
を
中
心
と
す
る
も
の
が
増

加
し
て
き
た
が
、
各
高
校
の
連
合
体

で
結
成
さ
れ
、
信
号
無
視
・
蛇
行
運

転
、
速
度
違
反
等
を
繰
返
し
て
い
る

近
頃
は
次
第
に
凶
悪
化
し
て
、
パ
ト

カ
ー
を
お
そ
い
、
更
に
深
夜
走
行
中

の
タ
ク
シ
ー
を
と
め
て
、
中
の
女
生

徒
を
ひ
き
ず
り
出
し
て
、
集
団
暴
行

を
加
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
あ

る
。　

彼
等
は
登
校
し
て
も
、
徹
夜
の
疲

労
の
為
勉
学
が
身
に
入
ら
ず
、
脱
退

し
よ
う
に
も
背
後
に
暴
力
団
や
や
く

ざ
が
い
る
の
で
、
手
を
切
る
こ
と
が

で
き
ず
、
遂
に
退
学
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
者
も
出
て
き
た
。

　
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
要
す
る
に
親

が
何
百
C
C
も
あ
る
よ
う
な
大
型
バ

イ
ク
を
買
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
よ
い

の
で
あ
る
。
現
在
県
内
は
も
と
よ
り

全
国
で
も
、
高
校
生
の
通
学
用
バ
イ

ク
は
五
十
C
C
以
下
に
制
限
さ
れ
て

い
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
家
に

帰
っ
て
か
ら
も
、
大
型
バ
イ
ク
に
は

乗
る
な
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
釈

し
て
頂
き
た
い
．

口
　
男
女
不
純
異
性
交
遊

　
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
女
生
徒
の

性
非
行
、
桃
色
遊
戯
、
或
は
一
歩
進

ん
で
売
春
と
い
っ
た
も
の
が
急
激
に

増
加
し
て
い
る
。
正
に
男
女
共
学
の

成
果
で
あ
る
な
ど
と
、
感
心
し
て
は

い
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
他
の
事
と
違

っ
て
、
現
場
を
押
さ
え
る
と
か
、
証

拠
を
つ
か
む
と
い
う
こ
と
が
容
易
で

な
い
。
た
ま
た
ま
現
場
を
目
撃
し
た

人
が
い
て
も
、
自
分
の
知
人
の
子
で

あ
る
が
故
に
、
名
前
を
教
え
て
く
れ

な
い
と
い
う
例
も
あ
る
。
又
本
人
も

余
程
上
手
に
調
べ
な
い
と
、
本
当
の

こ
と
を
言
わ
な
い
。
そ
し
て
次
ぎ
次

ぎ
に
非
行
が
進
ん
で
、
家
出
を
し
た

り
、
退
学
し
て
し
ま
う
者
が
出
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
学
校
の
責
任
と
い
う
よ
り

も
、
家
庭
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
は

な
か
ろ
う
か
。
我
が
子
が
無
断
外
出

を
し
、
深
夜
彷
径
し
て
男
女
不
純
異

性
交
遊
を
し
て
い
る
の
に
気
が
つ
か

な
か
っ
た
で
は
、
済
ま
さ
れ
る
問
題

で
は
な
い
と
思
う
が
、
如
何
お
考
え

で
あ
る
か
承
わ
り
た
い
。

口
　
飲
酒
・
喫
煙
そ
の
他

　
一
年
前
の
鳥
追
い
の
夜
の
頃
、
何

回
か
に
わ
た
っ
て
、
当
町
内
の
家
で

男
女
の
生
徒
が
、
深
夜
ま
で
飲
酒
喫

煙
等
不
良
集
会
を
行
な
い
、
良
識
あ

る
多
数
町
民
の
非
難
を
受
け
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
正
に
本
校
開
校
以
来
の

不
祥
事
で
あ
る
．

　
こ
の
原
因
は
、
高
校
生
に
酒
や
つ

ま
み
を
提
供
し
、
喫
煙
行
為
そ
の
他

を
黙
認
す
る
と
い
っ
た
前
時
代
的
な

悪
習
慣
が
、
未
だ
に
当
地
域
社
会
に

存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る

　
し
か
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は

日
頃
か
ら
酒
を
呑
ん
だ
勢
で
万
引
を

し
、
だ
ん
だ
ん
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

て
窃
盗
に
ま
で
及
ん
だ
者
も
い
る
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
を
機
会
に
厳
に
自
粛
自
戒
を

お
願
い
し
た
い
。

　
以
上
述
べ
た
三
項
目
の
内
、
特
に

あ
と
の
二
項
目
に
就
い
て
は
、
格
別

の
ご
配
慮
を
頂
き
た
い
。
要
す
る
に

家
庭
生
活
に
お
け
る
「
し
つ
け
教
育
」

の
欠
落
と
、
父
母
の
「
甘
や
か
し
」

と
い
う
誤
っ
た
愛
情
に
よ
る
も
の
が

要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
我
が
松
代
高
校
生
が
、

一
人
残
ら
ず
純
粋
に
学
習
活
動
に
努

力
を
傾
け
、
力
強
く
課
外
活
動
に
精

進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
家
庭

教
育
の
立
場
か
ら
も
、
地
域
住
民
の

立
場
か
ら
も
、
尚
一
層
の
お
力
添
え

を
頂
き
た
い
。
そ
し
て
現
今
行
わ
れ

て
い
る
「
青
少
年
健
全
育
成
」
と
い

う
世
を
あ
げ
て
の
大
目
標
に
向
か
っ

て
、
益
々
の
ご
協
力
と
ご
尽
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

あなたも滑ってみませんか
こ　　　ロ

ジャイアントスラローム選手権大会

一　松代町

日時　4月5日・午後1時～受付・2時競技開始
会場　室野スキー場

　
室
野
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る

第
一
回
ス
キ
ー
大
会
で
す
。

　
上
級
、
　
（
全
長
約
五
百
米
）

　
中
級
、
　
（
約
三
百
米
）

　
初
級
、
　
（
約
二
百
米
）

　
ジ
ュ
ニ
ア
　
　
（
約
八
O
米
）
の
4

ク
ラ
ス
に
分
け
、
タ
イ
ム
を
競
い
ま

す
。奮

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
詳
し
く
は

申
込
み
先
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

※
　
申
込
み
締
切
　
3
月
3
1
日
ま
で

※
申
込
み
先

　
室
野
・
宝
屋
　
（
八
ー
二
〇
一
五
）

　
室
野
・
道
平
　
（
八
－
二
三
一
六
）

　
松
代
町
公
民
館
（
七
ー
二
三
〇
一
）
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文
芸

　　＿虐：一殉の図

議

2
月
3
日
於
善
一
居

春
立
つ
も
室
野
は
い
ま
だ
雪
さ
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
ん
ど
の
火
さ
か
れ
ば
人
の
輪
広
が

り
し
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

ふ
と
こ
ろ
手
互
い
に
解
か
ず
立
話

甘
酒
で
し
ば
し
憩
い
て
雪
卸
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘

陽
光
の
あ
ふ
る
る
ば
か
り
寒
の
明
け

祖
先
よ
り
此
の
雪
道
や
坂
長
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

雪
の
坂
上
れ
ば
空
に
寒
の
月

束
の
間
の
日
ざ
し
に
縄
り
雪
卸
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

助
産
婦
の
帰
り
道
消
す
真
夜
の
雪

小
戻
り
て
老
に
ゆ
ず
れ
り
雪
の
径

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

大
波
の
如
大
雪
の
雁
木
道

バ
ス
よ
り
も
高
き
雪
壁
日
暮
れ
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

雪
深
く
人
恋
し
く
て
茶
を
す
す
る

久
々
に
バ
ス
開
通
や
日
脚
延
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
一

　
　
　
か
ん
じ
さ
　
　
　
　
　
　
だ
　
ぴ
　
だ

八
足
の
標
干
し
て
出
稼
発
て
り

豪
雪
や
只
今
入
荷
の
札
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

豪
雪
や
雪
を
は
さ
ん
で
両
隣
り

席
ま
で
雪
が
届
い
て
高
き
野
遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

出
稼
ぎ
の
夫
呼
び
も
ど
す
大
豪
雪

四
メ
ー
ト
ル
越
す
大
雪
に
村
埋
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

二
階
よ
り
出
入
る
雪
道
春
立
つ
日

こ
の
雪
に
窓
明
け
兼
ね
て
豆
を
撒
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

編
む
女
も
駅
の
時
計
も
雪
の
中

雪
卸
し
二
言
多
く
妻
叱
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
男

大
雪
に
お
飾
り
そ
の
ま
ま
大
藁
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
ん
ど
の
火
雪
降
る
空
に
駈
け
上
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
夫

隣
り
灯
も
雪
に
閉
ざ
さ
れ
村
眠
る

春
を
待
ち
身
を
寄
せ
眠
る
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

鳥
追
い
の
提
灯
さ
げ
し
ス
ゲ
帽
子

風
花
に
鶏
足
山
の
美
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

人
日
の
妙
高
の
荒
雲
動
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
ん
ど
灰
ゆ
く
え
確
か
む
吉
凶
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

　
　
　
　
い
　
ざ
よ
い

門
出
れ
ば
十
六
夜
の
村
雪
埋
れ

迫
り
く
る
大
雪
壁
に
さ
か
ら
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

出
稼
土
工
一
棟
占
め
て
鬼
や
ら
い

頬
被
り
解
く
や
夕
づ
く
遠
筑
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

芦
の
葉
の
枯
れ
て
霞
ケ
浦
な
り
と

山
眠
る
筑
波
の
裾
の
学
舎
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

地
下
足
袋
に
霜
解
け
土
の
重
み
か
な

冬
木
立
名
も
知
ら
ぬ
鳥
集
い
去
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
峰

朝
毎
に
同
じ
顔
ぶ
れ
大
焚
火

梅
咲
く
や
瞼
に
遠
き
妻
よ
子
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
　
岩

作
業
の
手
休
め
聴
き
入
る
雪
予
報

鼻
す
す
り
個
々
に
晩
酌
始
む
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
　
堂

以
上
出
稼
先
よ
り
ー

む
ら
さ
き
に
け
む
る
新
雪
朝
日
か
げ

新
雪
や
ピ
ラ
カ
ン
サ
ス
の
実
は
赤
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
双
　
蝶

寒
明
け
を
喜
べ
ば
舞
う
風
花
か

屋
根
屋
根
の
雪
の
果
て
し
の
雪
茜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

　
　
短
　
　
　
　
歌

　
　
越
　
冬
　
　
池
之
畑
　
文
痴
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
メ

講
習
を
受
け
て
作
り
し
七
五
三
飾
り

神
の
御
魂
ぞ
宿
り
給
え
と

　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
や

豪
雪
に
宿
奪
ら
れ
し
か
雀
ら
は
鳥
屋

に
餌
付
け
の
吾
れ
を
待
つ
如

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
こ

枕
辺
の
壁
に
五
人
の
曽
孫
た
ち
の
写

真
掲
げ
て
朝
な
呼
び
掛
く

草
餅
に
生
姜
味
噌
焼
き
こ
ん
が
り
と

父
母
た
り
し
日
の
炉
辺
の
如
く
に

健康農園利用者募集
いい汗流そう

　恵まれた大自然の中で、家庭菜園を

楽しみたい方を募集しております。

　　　　　　　記

1．場所　松代地内、南部線道路脇、

　　　　　役場から車で2分、駐車場
　　　　　あり、

2、申込　4月15日までに松代の嘱託

　　　　　員宛申込んで下さい。

3．条件　1年契約とし、利用料は一

　　　　　口（5坪）当り年額千円。

　　　　　申込み口数は制限しない

　　　　が、申込み者が多い場合は、

　　　　耕作口数を制限することも

　　　　あります。

　去る2月20日夜、エンジンキー

をつけたままの自動車が松代、松

之山町で盗まれるという事件が発

生しました。パトロールの際、駐

車車両内にエンジンキーがつけた

ままにしてある車を多くみます。

車両の盗難防止をはかるため、車

から運転者が離れる時は、

oエンジンキーをはずす

Oドアーに鍵をかける

ことを必ず守って下さい。

　　　　　　（松代幹部派出所）

テニス教室

開設

一4月第2火曜日から一

午後7：30～

　　　　　　　　9：30

o時間

o毎週火曜日、金曜日に
開設します。

o会場　松代中体育館


